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序　　文

　2016 年度における科学委員会の主な活動は、１．種目別サポート活動（競技

会や合宿なでのパフォーマンス・コンディション分析、データフィードバック

など）、２．リオデジャネイロオリンピック科学的支援活動（マラソン、競歩、

4× 100 ｍリレー）、２．ジュニア選手に関する活動（インターハイでのパフォー

マンス分析、アンケート調査など）、３．マラソン・競歩の暑さ対策に関する調

査研究・支援活動（北海道マラソンや合宿帯同支援など）、４．東京 2020、ポ

スト 2020 に向けた活動（タレントトランスファー）、５．科学的データ普及支

援活動 （研修会やセミナー開催など）などであり、これらの諸活動がリオデジャ

ネイロオリンピックでの日本選手の活躍に少しでも貢献できたとしたら嬉しく

思う。確実にパフォーマンス分析やコンディション分析による科学的データや

知見の集積が促進され、強化現場とのスピード感のある双方向のやり取りによ

る支援活動の充実が図られてきている実感がある。引き続き、強化現場に密着

しながら個別的、実践的なデータ収集と即時的フィードバックに重点を置いた

活動を展開していく予定である。

　本委員会ではこれまで、種目や活動内容ごとの主担当を配置し、強化委員会

と連携しながら支援活動を実施してきており、各担当者は以下の通りであった

（2017 年 1 月まで）。

　短距離：広川龍太郎（東海大学）、ハードル：貴嶋孝太（大阪体育大学）、中・

長距離：榎本靖士（筑波大学）、マラソン：杉田正明（三重大学）、競歩：三浦

康二（成蹊大学）、跳躍：小山宏之（京都教育大学）、投擲：田内健二（中京大学）、

混成：松林武生（国立スポーツ科学センター）、ジュニア：持田尚（帝京科学大学）、

タレントトランスファー：森丘保典（日本大学）

　本報告書では主として 2016 年度に実施した上記の活動内容を報告というか

たちで科学委員会の主担当が中心となってまとめたものであり、本年度は１４

編を掲載することができた。本活動報告書が選手の育成・強化に関わる全ての

方々に資する情報発信となることを願ってやまない。今後も、強化委員会、普

及育成委員会及び医事委員会等関連の委員会の先生方と緊密な連携を図りなが

ら 2020 年に向けて選手育成・強化支援活動をより一層、充実させていく予定

である。

　最後になりましたが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関係各

位に深く感謝申し上げる次第です。

科学委員会委員長

杉田正明



2016 年度　科学委員会メンバー

杉田　正明　　三重大学

榎本　靖士　　筑波大学

持田　　尚　　帝京科学大学

森丘　保典　　日本大学

松林　武生　　国立スポーツ科学センター

三浦　康二　　成蹊大学

岡崎  和伸　　大阪市立大学　

門野　洋介　　仙台大学

貴嶋　孝太　　大阪体育大学

久保田　潤　　独立行政法人日本スポーツ振興センター

後藤　一成　　立命館大学

小山　宏之　　京都教育大学

佐伯　徹郎　　日本女子体育大学

酒井　健介　　城西国際大

鈴木　　岳　　株式会社 R－ Body　project

須永美歌子　　日本体育大学

田内　健二　　中京大学

髙橋　恭平　　熊本高専専門学校

高松　潤二　　流通経済大学

瀧澤　一騎　　アスリーツ・ラボ

広川龍太郎　　東海大学国際文化学部

松尾　彰史　　鹿屋体育大学

松生　香里　　東北大学

真鍋　知宏　　慶應義塾大学スポーツ医学研究センター

柳谷登志雄　　順天堂大学

山本　宏明　　北里大学メディカルセンター

※所属は 2017 年 3 月現在
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